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1は じめに

チャールズ ・ドジス ン(ル イス ・キャロル)

と彼の終生の友 トマス ・ヴィア ・ベイ ンは、

ドジスンの生地ダーズベリで少年時代 に出会

った。当時チェシャ州の東端のダーズベ リか

らは東へ7キ ロほど離れたランカスターのウ

ォリントンの町に住んでいたベイン少年の父

は ドジス ンの父と同じオクスフォー ド大学の

出身で聖職資格 を持ち、 ウォリントン ・グラ

マー ・スクールの校長職の傍 ら、日曜日には

教会の礼拝で牧師の補佐 をおこない、必要 と

あ らばダーズベリ教区教会まで出かけて、そ

この礼拝 も手伝 った。ダーズベ リ教会の牧師

には息子の トマスより二つ年下の少年がい

た。チャールズ ・ドジス ンである。

チャールズが11才 の1843年 には父の転任

によりドジス ンー家は北のヨークシャーのク

ロフ トへ移 っていった1。 少年だった ドジス

ンとベインが再会するのはオクスフォー ドで

クライス ト・チャーチ ・コレッジの学部生 と

なってからである。以後二人の友情は途絶え

ることがなく、 トマス ・ヴィア ・ベインは ド

ジス ンの 日記 にたびたび出て くる友人であ

る。ベインの母2も 息子 と共にクロフ トの ド

ジスンの家族 を訪ねたことが1862年9月28

日の ドジスンの 日記に記録 されている3。

ドジスンはこの日、父が牧師をしているク

ロフ トの聖ペテロ教会で朝の礼拝に初めて聖

書の朗読 をおこない、ベインは説教 をした。

ベ イン母子は9月24日 からクロフ トに滞在

していた。現存する ドジスンの 日記 にベイン

の母が出て くるのは、これが最初である。同

年はこれきりで、ベイン夫人が次に ドジス ン

の 日記に現 れるのは、翌年1863年6月16日

で ある4。 この 日は皇太子夫妻が クライス

ト・チャーチを訪れ、中庭で志願兵を表彰す

る様子を ドジスンはベインの部屋に行 き窓か

ら眺めていた。ベインの部屋は学寮の中庭に

面 した三階にあった。表彰式が終るとドジス

ンはベインの母を連れてシェル ドニアン講堂

へ向かった。ベインはオクスフォー ド大学の

学監 をしていたために、先にシェル ドニアン

講堂へ行っていた。講堂では大学全体で皇太

子夫妻の歓迎式が催 された。

ベ インの母について 日記 では、1864年 、

65年 、66年 それぞれ四回、ロン ドンに住 む

ベインの母を ドジスンは訪ねている。例外的

にベ インの母がクライス ト・チャーチ を訪ね

て きた66年6月13日 この 日は大学創立

記念 日で祝祭を見るためにベインの母はオク

スフォー ドを訪ねた を別にすれば、あと

は ドジスンが ロン ドンに出たときに訪れて、

芝居に連れ出したり絵画展に一緒 に行ってい
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る5。1873年9月11日 は、ベインとその母が

ギルフォー ドに住む ドジス ンの姉妹の家チェ

スナッッへ来た6。

ダーズベリとウォリン トンでの少年時代以

後、クライス ト・チャーチで ドジス ンとベイ

ンが再会するまでに、 トマス ・ヴィア ・ベイ

ンの家族はどうしていたであろうか。本稿で

は、ウォリントンにおけるベインの父、校長

トマス ・ヴィア ・ベインと、彼が奉職 した学

校の歴史、その校史の一頁を飾 るベイン校長

への評価 を明 らかにしたい。参照 した資料は、

1883年11月 に 『ウォリントン ・ガーデ イア

ン紙』 に掲載 されたウィリアム ・ビーモン ト

による 「ウォリントン ・グラマー ・スクール

の校長たち」 と題する記事、および創立450

年を記念 して1976年 に出版されたH.リ ーヴ

ズ リー著の『ボタラー ・グラマー ・スクール』

である。

ドジスンの家族がダーズベリを離れたの と

ほぼ時を同 じくして、ベインの父はウォリン

トン ・グラマー ・スクールの校長を辞 し、牧

師 としてランカスターのブロー トンにあるセ

ン ト・ジ ョン教会に赴任 した。キャロルの日

記にはベインの父については一度 も言及がな

い。ベインの母がロンドンに在住 した頃には、

おそらくトマス ・ヴィア ・ベイン師は亡 くな

っていたのではないか と推測 される。二人が

離婚 して母親だけがロン ドンにいたとすれ

ば、ジ ョージ ・ワッツと離婚 したエ レン ・テ

リーに ドジスンは会おうとしなかったことか'

ら考えて、 ドジスンはベインの母を訪ねるこ

とをしなかった筈である。 ダーズベ リとウォ

リントンというドジス ンにとって昔懐か しい

土地で、まだ母のフランシス ・ジェインが生

きていた頃に家族で親 しく付 き合ったベイン

家の人、 とりわけその母親 に対 して、 ドジス

ンは大学 に入った19才 の時に逝 った亡 き母

を重ね思い を寄せ て訪 ねていたのではない

か。牧師の父 をとお して両家にはダーズベリ

時代 か らの 古 い 付 き合 い が あ っ た 。

以 下 で は 友 人 トマ ス ・ヴ ィア ・ベ イ ン と区

別 す る た め に、 ベ イ ンの 父 を ベ イ ン師 、 あ る

い はベ イ ン校 長 、 とい う。

トマス ・ヴィア ・ベイン師は役人の息子 と

して1803年10月25日 にオクス フォー ドで生

まれた。オクスフォー ド大学ジーザス ・コレ

ッジに学び、1823年 の第一学期 に人文学の

優等試験で第2級 を取得 した文学修士であ

る。1828年 に25才 の若 さでウ ォリン トン ・

グラマー ・スクールに校長 として就任 したと

き、 この学校は創立以来かつてない深刻な事

態に直面 していた。ベイン師について語る前

に彼が着任する当時の学校の状況をみるため

に、H.リ ーヴズ リーのBo6谺 θγσγαηz窩α7

8cんo碗 〃dη伽¢o物1526-1976か ら学校の歴

史 と概略を紹介する。

1)ボ タラー ・グラマー ・スクール創立

ウォリン トン ・グラマぎ ・スクールの前身

は創 立者 の名前 を取 って ボ タラー ・グラ

マー ・ス クール といった。創立 は1526年 で

1976年 には創立450年 を迎え、また現在の名

称 はサー ・トマス ・ボタラー英国国教会高等

学校 に変わっているが、創立者ボタラーの名

前は今 日も残っている7。

グラマー ・スクールの起源 は中世にある。

当時裕福 な者は死後に自分の冥福を祈 っでも

らおうと土地や財産を教会の司祭に遺贈する

ことがおこなわれていた。遺贈を受けた司祭

は当人の霊を慰めるために祈 りを捧げる。 し

か しそれだけでは大 した手間にもならなかっ.

たところから、やがて祈願だけに止 まらず、

慈善学校を建て、地域の児童の教育 に役立た

せるとい うことが始まった。こうした慈善学

校の他 に、同業組合が設立 した学校 もあった。

マーチャント・テイラーズ ・スクールがその

一例で、そこでも司祭が教えていた。学校の一
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種類には初等学校 とグラマー ・スクールがあ

り、ボタラー ・グラマー ・スクールは、当初

は両方の性格を兼ね備 えていた。

中世 も後半のルネサンス期 に入ると古代ギ

リシャ、ローマの文学を読みギ リシャ人、ロ

ーマ人の考 え方や生 き方を彼 らか ら学ぶこと

に関心 が集 ま った。特 にチュ ーダー時代

(1485-1603)に は、グラマー ・スクールが数

多 く設立 されている。創立 された学校の主た

るね らいは、ラテン語文法 とギ リシャ語文法

を(そ れにで きれば数学 も〉教 えて、古典の

文学が読めるようにすることであった。

前述のようにジェン トリ階級には、遺言の

なかで地域の児童の教育に資するグラマー ・

スクールを設立するために財産を遺贈するこ

とが流行 になっていた。このような時代 にあ

ってサー ・トマス ・ボタラーは、後継者に対

して、 ウォ・リントンの児童のためになるよう

な無料のグラマー ・スクールを創立すること

を遺言 した。

亘 サー ・トマス ・ボ タラーの生涯 と学

校設立

ボタラーの系譜 を紹介 しよう。ボタラーあ

るいはバ トラー一族 は、ピンサナ家の子孫で

あった。ピンサナ家の名前が初めてウォリン

トンに現れるのは、ウィリアム ・ピンサナが

マシュー ・ドゥ ・ヴィラーズの跡継 ぎ娘と結

婚 してウォリントンにある広い地所 に関わる

ようになった時かちである。マ シュー ・ド

ゥ ・ヴィラーズはウォリントンに荘園と領地

を所有 したノルマン人の二代目であった。一

族の名前はウィリアム征服王の時代 に遡って

1086年 の土地台帳に載 っている。

中世の時代のピンサナ(あ るいはバ トラー)

は著名で栄誉ある名前 とみなされた。ボタラ

ーの名前 を持つ最初の ピンサナは1160年 頃

に生 まれたリチャー ド・ピンサナの息子で第

五代男爵ヴィルヘルムズ ・ル ・ボタラーであ

る。彼 は1176年 にウォリン トンの広い土地

を相続 した。ウォリン トン ・グラマー ・スク

ールの前身であるボタラー ・グラマー ・スク

ールを創設するサー ・トマス ・ボタラーは、

その第十五代男爵 である。1461年 にビュー

ジーで生まれた彼は、エ ドワー ド四世、エ ド

ワー ド五世、 リチャー ド三世、ヘ ンリー七世

ら乱世の時代を賢明に処 した。それはちょう

どバラ戦争の時期で、名のある者にとっては

波瀾の時代であった。時代の嵐をくぐり、周

辺の地域で も幾多の争乱に遭遇 してきたボタ

ラーは、1520年 に現世に所持するものを手

放す ことにした。敬虔 な信仰により教会 を援

助 してきた彼は、 リム ・チ キーチの尖塔復興

の基金 に気前よく寄付 をし、また学校設立の

ために財産の提供 を遺言状の中に記 した。亡

くなる前の1522年4月22日 には、前 もって

取得 しておいたティルズリーとウオリントン

の土地 を学校の基本財産にすることを遺言書

の追加条項として書 き入れた。

21世 紀 の現在 この学校 は 「サー ・トマ

ス ・ボタラー英国国教会高等学校」という名

称に変わっている。創立以来変遷を繰 り返 し

名称 も幾度か変わった。最初の学校 「ボタラ

ー ・フリー ・グラマー ・ス クール」 は、サ

ー ・トマスの遺言 に明記されたとお り、無料

の教育機関であった。資金は、サー ・トマス

の財産か ら金貨で五百マルクが土地の購入の

ために取 り置かれ、その土地から上がる地代

の10ポ ン ドを 「ウォリン トンに永久的に無

料のグラマー ・スクールを創設 してこれを維

持 してい く」ためにあてるものとされた。

受託者たちが遺言に従って学校設立 に着手

したのは、1526年4月16日 で、サー ・トマ

スの死後四年目である。設立の狙いは、「こ

の学校 によって、子弟が古典語の文法を学び、

学習によらて全能の神を一層よく知るように
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なる」ことで、設立の主旨と運営の方針を盛

り込んで校則が作 られた。校長 については、

「正直で、思慮分別のある司祭で古典語の文

法の知識を十分 に身につけている人物」を任

用する、「バグ ・レイン」の家 を校長が専用

に使用する、校長 には、「ウォリントンの学

校長印とい うものを作 り、持たせる」、「その

印章は安全に保管 し、代々校長に伝える」こ

とという規定が作 られた。しか しこうした命

令事項にもかかわらず校長印は紛失 してそれ

を押印した文書は、現在見つかっていない。

遺言に従 って学校では生徒たちか ら授業料を

取ることが禁 じられた。但 し、年四回の祝賀

の日には四ペニーを集めて、全生徒に飲み物

を出すことは例外 として認めていた。生徒 は

「食事の肉を切るナイフ以外 には、短剣、腰

刀、その他人を傷つけるいかなる武器 も」携

帯 してはならなかった。

校長には助手を雇 うことが認められず、年

長の生徒は年少の生徒 に、A,B,C,と 数の初

歩を教 えて、(ラ テン語)文 法の学習 に入 る

までの手助けをすることとされた。ラテン語

を習い12カ 月経 つ と、生徒た ちは 「いつ、

いかなる所においても」生徒同士で話すのに、

ラテン語を使い英語は使わないこと、 と定め

られた。遊びについては、双六や トランプ、

その他いかなる違法なゲームも行ってはなら

ない。生徒は校長 を手伝 い、厂他の生徒の間

違いを直 してやる」こと、「校長に手向か う

ようなことをす れば、永久に放校 とす る」、

但 し、校長が 「その生徒を留めてお くことを

よしとする場合は、別である」、 と定めてあ

った。

生徒は全員 厂日曜、水曜、金曜日には教区

教会の周 りと中とを二人つつ並んで、連祷 と

応答聖歌を歌いながら行進する」 こと、冬の

期間は毎朝 「六時から七時」まで教会に出席

し、その後直ちに学校へ行 き、午後五時 まで

下校 してはならない。但 し、「校長の判断で、

場合 によっては四時に下校する」 ことができ

た。夏の朝は五時か ら六時まで教会に出席す

ること、創立者の命 日である4月27日 には

毎年特別礼拝 を教区教会でおこない、厂費用

は全て校長の負担 で賄 うこと」 と定 められ

た。

校長 として任命 を受けた 「正直な祭司」は、

当然忙 しく働 くことを期待 された。そのうえ、

暇をみて学校の財産 と土地を管理することも

務 めであった。校長の給与は1年 十ポ ンドと

定められ、学校の収入が十ボン'ドを超える場

合 は、その差額を三つの錠前がついた 「箱」

に納めることになっていた。

皿 創立後

創立 当初 の 「ボ タラー ・フ リー ・グラ

マー ・スクール」ではサー ・トマスの希望ど

うり、生徒は喜んで勉学に励んだ。生徒たち

には、「品行 において良 き模範 となり、善行

をおこない、能力を活か し悪を退ける」 こと

が期待された。 しかし、受託者の側は怠惰 を

貪っていた。曾孫のエ ドワー ド・ボタラーの

代 にウェイクフィール ドとい う校長がいて、

校長 と受託者 とは互いに学校の資金と土地の

一部で私腹 を肥や し、楽 しみ ごとに費や し

た。

利益 を守ることを第一 に考えるべ き者によ

って、学校の財産は略奪されていたのである。

ウェイクフィール ドは1605年 に死に、 ウォ

リントンに埋葬 されたが、その死は早すぎた

とは少 しも言えない。このとき、学校の財産

は壊滅状態にあった。

1602年 に弁護士サー ・ピー ター ・ウォバ

トンは、学校の失われた財産 を回収する仕事

に乗 り出した。彼はランカス ター公領の裁判

所 に告訴状 を提出し、新 しい受託者を任命す

るように求めた。裁判所は1607年 に判決 を
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下 した。

判決の結果を受けて、1608年 に新 しい再

出発の趣 旨が書 き上げられ、2年 後の1610

年に慈善を目的とする委任状ができた。そこ

には次のことが書いてある。校長は、「常に

この学校の校長であることを自覚 し、学校 を

良好 に誤 りな く維持 してい くこと、生徒には

無料で教えること、生徒の勉学をよくみてや

ること、学校のある日は、午前中に少なくと

も三時間、午後に最低三時間は学校 に在 り、

毎朝、生 徒 と共に祈 りの集 りを持ち、創立者

で勲爵士のサー ・トマス ・ボタラーに働 きか

けて くださった神への感謝 を捧げること、ま

た生徒たちが下校する前にも同様の祈 りを行

うこと」と定められた。

サー ・ピーター ・ウォバ トンは、その善行

に加えてチェスターにある土地から上がる毎

年5ポ ン ドの地代 を学校に寄付 した。サー ・

ピーターを補佐 していた トマス ・ティルズリ

ー も五ポン ドを上限として、校舎改修のため

に寄付 をした。1863年 にで きた建物のホー

ルにはサー ・ピー ター ・ウォバ トンと トマ

ス ・アイアランドの紋章が刻 まれていた。 ト

マス ・アイアランドはサー ・ピーターが起 し

た大法院への訴訟の際に、実はサー ・ピータ

ーに反対 した人物であった
。校舎の三つの建

物 には 「ウォバ トン」、厂アイアラン ド」、「テ

ィルズリー」の名前がついていたが、それぞ

れサー ・ピーター ・ウォバ トン、 トマス ・ア

イアランド、 トマス ・ティルズリーから付け

たものであった。

】V'ベ イン師 以前の220年(1608-1828)

1608年 の 再 出 発 後 、 ボ タ ラ ー ・フ リ ー ・

グ ラマ ー ・ス ク ー ル は 優 れ た校 長 を次 々 と迎

え て 発 展 す る か と思 わ れ た。 オ クス フ ォー ド

の ブ レ イ ズ ノ ー ズ ・コ レ ッジ 出 身 の 校 長 が 数

名続いた。ブレイズノーズと学校 との繋が り

は創立者の時代以来継続 した。創立者サー ・

トマスは若い時にマンチェスター ・グラマー ・

スクールを創設 したヒュー ・オル ドハム司教

に会っている。 またリンカン」コレッジ出身

のウィリアム ・スミス司教 は1509年 にブレ

イズノーズを創立 したメンバーの一人で、同

じブレイズノーズの創立者のなかにサー ・ト

マス ・ボタラーの遺言執行人の一入であった

サー ・リチャー ド・サ ットンがいた。

学校の財源には不安があった。学校財産の

土地の多 くは長期の賃貸契約で貸 し出されて

いたが、契約期が切れると、小作人たちは昔

のままの賃料で更新することを望んだ。1627

年から68年 の間、校長職 にあったネイサ ン ・

アッシュワース師は小作人を相手に訴訟手続

きを取ると言い出 し、結果としては以前より

高い賃料で契約 を更新させるのに成功 した。

1687年 には、ウイガン ・グラマースクー

ルの校長サ ミュエル ・ショー師が 「ウォリン

トンの無料学校を教える許可書」を与えられ

た。シ ョーは学校の建物および校内を改築、

整備 して、自分 の名前 とその年の1688を 入

れた銘版を付けさせた。建物 を改善 した以外

にもショーは学校の受託者の同意を得たうえ

で、 自らの責任において訴訟 を起 し、それま

でに慈善の名目で失われた学校の土地 を取 り

戻す努力をし長年の争いの末、土地は学校 に

戻 ってきた。シ ョー校長は1691年 に ウォリ

ン トンの教会区牧師になった。校長職 と牧師

職 とを兼ねたのはショーが最初である。彼は

また海外のプロテスタン ト共同体 を援助する

ための寄付集めにも積極的に働いた。ショー

師はラ ンカシャーのために四人いるKing'S

Preachersの 一入であった8。1707年 に彼はス

トラ トフォー ド司教に働 きかけてウォリント

ンの聖職義援金 を設立 した。 また1709年 に

はリム(ウ ォリン トンから東南東 に9キ ロの

ところ、チェシャ州オル トリンカムの一教区)
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のピーター ・リーと共に、ウォリン トンにホ

ー リー ・トリニテ ィ教会 を作 るために働い

た。サ ミュエル.・ショーは31年 間の活動の

後、1718年 に68才 で没 し、教区教会の内陣

に埋葬された。

ボタラー ・フリー ・グラマー ・スクールは

ショーの死後、ジョン ・タトロヅク師が約1

年 間校長職 を代行 し、1719年 に トマス ・ヘ

イウォー ド師が引 きついだ。ヘイウォー ドは

1695年 にウォリントンに生 まれ、 この学校

の卒業生であった。1716年 にオクスフォー

ドのブレイズノーズ ・コレッジを卒業し、翌

年結婚 した。1719年 に文学修士 を取得する

と、直 ちに校長 として仕事 を始めた。しか し、

校長職 の正式 な承認が下 りたのは1720年 で

ある。彼は1722年 か ら31年 までガースタン

の牧師 も務めていた。 また1728年 には、サ

ンキーにある建て替えられたチ ャペルの牧師

をも兼 ねた。ヘイウォー ド校長は多 くの優秀

な生徒 を育てた。ある卒業生はヘイウォー ド

校長 について 「有能だが、厳格な教師。優れ

た学者、そして非常に有用なる人物」と語っ

た。ヘ イ ウ ォー ド校長 は37年 間在 職 し、

1757年 に没 した。

次の校長に任命 されたのは、グレイ ト・ク

ロス ビーにあるマーチャント・テイラーズ ・

スクールの助教師のエ ドワー ド ・オーエン師

であった。彼はヘイウォー ド師を引き継 ぐ形

でサ ンキーの副牧師 も引 き受けた。オーエ ン

師の見た学校はひどい状態で、建物は残骸の

様相を呈 し屋根は今にも落ちかかり、床や壁

は泥土であった。オーエン校長はこれらを直

ちに修理させ、付属の建物 を食堂 と寝室に作

り替 え、寄宿生を受け入れる建物 に変 えた。

寄宿生 を入れたのは学校の歴史上、初めての

ことであった。さらにオーエン師は学校の傍

をラッチフォー ドからウィンウィックへ通 じ

るローマ道路が通 っているのを遮断 して、そ

の上に自分の馬小屋 を建てた。オーエン校長

のもとで学校 は 「無料の優秀な学校」 という

評価を得て、 しばらくの問はかなり有名 にな

った。遠来の寄宿生 もあ り、なかには西イン

ド諸島出身の生徒 もいた。多 くの卒業生が社

会 に出て名 を成した。ブレイズノーズ・コレッ

ジの大学 のフェローになった ものが三人出

た。オーエン校長は優れた古典語学者であ り

多数の著作 を出版 している。1765年 には創

立5年 目で公立図書館 としては英国初のウォ

リントン図書館の館長に選任された。

オーエ ン校長は同じウォリントンにあるウ

ォリントン学院に対 して敵対意識 をもってい

たようであるが、それは相手が非国教会の学

校であったことや、自分の学校のライバルと

いう見方からきていたものと考えられる。

オーエ ン校長は校長職の他にウォリン トン

の教区教会碌 を、アサ トン領地の跡取 り娘 と

結婚 して教区教会のパ トロンになったロバー

ト・ギリムの次男の リチャー ド・ギリムから

1767年 に与 えられた。校長職 は再び牧師職

を兼ねるものになった。知らせを受 けたオー

エ ン校長に言わせれば、「パ トロンは良き校

長 をだめにして、無関心な牧師を作 る」こど ー

になった。以後オーエ ン師は教区教会の本陣

の建て直 しに取 り掛かる。 この本陣は1859

年に取 り壞されるまで残っていた。

50年 間校長 を務 めたオーエ ン師は独 身の

まま1807年 に79才 で没 した。彼 は希望 して

いたとうりに「ウォリントン教会本陣にある、

優れた前校長サ ミュエル ・ショーの墓の南

側」 に埋葬されている。ギルバー ト・ウェイ ー

クフィール ドは、オーエ ン師について 「校長

先生は非常に上品な態度 と、非の うちどころ

の無い、正直で情深い心を持っていた。」

オーエンの没後、オクスフォー ドのブレイ

ズノーズ ・コレッジ出身のロバー ト・アサ ト

ン ・ロース トーン師がリルフォー ド卿の指名

によって校長に決まった。卿は学校のパ トロ

ンで、また教会のパ トロンのH.M.ア サ トン
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嬢 と結婚 していた。アサ トン家は新校長で新

任牧師の指名を受けたロース トーンとは縁戚

関係があった。新校長ロース トーンはまった

くやる気がなく、ウィリアム ・ボー ドマン師

を自分の 「助教師」 として任命 し学校運営の

一切を任せて
、校長用の住宅を自由に使用さ

せ、校長職 を名目だけの ものとしてしまった。

これに対 してウォリン トンの人々は抗議行動

を起 した。前校長オーエンの晩年に既 に学校

が衰退の兆 しをみせていたのを懸念 した町の

主だった人々数名が費用を出 して、1810年

に大法院法廷でリルフォー ド卿が学校のパ ト

ロンであることを理由に主張 している権利

(校長を任命する権利があるものと主張 して、

縁故のあるロース トーン師を任命 したこと)

を吟味 して もらうために、また校長 と教会区

牧師の職をかねることはできない、という声

明を出して もらうために行動を起 した。大法

院は判決 を下すまでに4年 の歳月がかかっ

た。判決 は、「リルフォー ド卿 は校長を任命

する資格あ り。校長は教会区牧師を兼務で き

ない。」 というものであった。翌1815年 にウ

ィリアム ・ボー ドマ ンが校長に任命された。

彼は事実上過去7年 間にわた りこの学校 を管

理、運営 して きた。ボー ドマンは学問の世界

には珍 しいタイプで、知性 と奇行を併せ持つ

人であった。彼の話は衒学的、服装は奇抜で

あった。あるとき彼はある会合の席に靴の踵

まで届 く長い フロックコー トを着て茶色の半

鬘を付け緑色のガラスを入れたゴーグル状の

眼鏡、それに目を保護するための濃い緑色の

眼廂を付 けて現れた。生徒 に対 しては身体に

懲罰を加える効果を確信 していたヴァルピー

博士の経営する学校から来たボー ドマン校長

はそこの習慣 が抜 けなか ったためにAjaceo

fiagelhferi一 アジャシオ出身の鞭持ちの一

人・ と、W.ビ ーモン トに評 された。体罰

による効果を信 じて、ジョン・ブースという生

徒を 「直接矯正 していること」 を訴えられた

ことがあったが、訴えは退けられた。

ボー ドマ ン校長 は一つだけ良いこ とをし

た。1822年 に正式 に生徒の入学者台帳 を付

け始めたことである。(入 学者台帳の導入に

関して、ウィリアム ・ビーモ ントは次の校長

トマス ・ヴィア ・ベイン師が始めたことであ

る、 と記 している。)苦 情が絶えな くな りボ

ー ドマン校長 はやっと1828年 になって辞職

.を考えた。 しかしそのための条件は、次の校

長が受け取 る報酬 から自分 に対 して400ポ ン

ドの一時金 と毎年150ポ ン ドとを与 えるこ

と、 というものであった。(学 校の受託者た

ちはボー ドマ ンを追い出すことに苦心 した挙

げ句 にこの悪辣な取 り引 きに応 じて しまっ

た。)彼 は妻 と息子、娘を連れてセーヌ川の

河口のルアーブルの対岸にあるオルフルに引

退 し、1846年 にそこで死んだ。

ボ ー ドマ ン校 長 の 退 任 に よ り、 後 援 者 で あ

る リル フ ォー ド卿 は 多 数 の志 願 者 の な か か ら

校 長 に 最 も適 格 な 人物 と して 、 トマ ス ・ヴ ィ

ァ ・ベ イ ン師 を選 び 出 した 。 ベ イ ンが 赴任 す 『

る ま で の サ ー ・トマ ス ・ボ タ ラー 校 は以 上 の

経 緯 を辿 って きて い た 。 学 校 の 名 称 は この と

き 、 ウ ォ リ ン トン ・グ ラ マ ー ・ス ク ー ル と な

っ て い た9。

V校 長 トマ ス ・ヴ ィア ・ベ イ ン

トマ ス ・ヴ ィア ・ベ イ ン師 は 若 く して グ ラ

マ ー ・ス ク ー ル の校 長 の責 務 を負 っ た 。 そ の

人 柄 の せ い か 彼 に心 酔 した 人 は 少 な く なか っ

た よ う だ。 そ の 一 人 、 サ ー ・ウ ィ リア ム ・ビ

ー モ ン トが1883年 に 『ウ ォ リ ン トン ・ガー デ

イア ン紙 』 に寄 せ た跏s緋s(ゾ 銃 θ阨 偏 ηg醜

σγα跏 ㎜ γ3碗oozは 、 歴 代 の 校 長 につ い て 語

る な か で 、 ベ イ ン に割 い た 頁 数 は他 を は る か

に 上 回 っ て 、2段 組 で正 味4頁 に 及 ぶ 。 こ の

一19一



文教大学女子短期大学部研究紀要46集,13-28,2003

記 事 が 書 か れ たの は 、 ベ イ ンが 世 を去 っ て か

ら35年 後 で 、執 筆 者 ビー モ ン ト(1797-1889)

は86才 、 ベ イ ン の 教 え 子 で ビ ー モ ン トの 一

人 息 子 の ウ ィ リ ア ム ・ジ ョ ンが 早 世 して か ら

15年 が 経 っ て い た 。 行 間 に は 、 校 長 と息 子

に 対 す る老 ビ ーモ ン トの 愛 惜 の気 持 が 滲 ん で

い る 。以 下 は 、陥 γγ伽9古0ησα嘱 脇%No"θ 励 θγ

1883か らベ イ ン師 に関 す る 記 述 を概 略 す る。

Vビ ーモントが記 した校長 トマス ・ヴィ

ア ・ベインと教 え子たち

新 しい校長は前任者のボー ドマンとはまっ

た く対照的な人物で町の人々か ら好意的に迎

えられた。彼が大学卒業時には優秀 な成績で

深い学識を持つことは人の知るところとなっ

ていたが、前校長 と異なる点は、自分の知識

をひけらかす ようなところは一切な く、また

誰に対 しても人を寄せつけない ようなところ

がまった く見 られなかった。校長が地元に溶

け込んでい く姿に、周囲の人々か らは積極的

な支持が集まった。

校長の住宅を改造 し新校舎 を建築 し、新 し

い校長 を迎 えて学校が再 開 したのは、1828

年のことである。ベイン校長の保護の下で生

徒数は速やかに前校長時代 を上回っていき、

間もなく教室の広さは生徒数に比 して小 さ過

ぎるため、1829年 には大法官庁裁判所 の承

認を取 って、訴訟の ときに裁判所に支払われ

た拠託金から校舎を増築する費用 を出 し、校

長の家 とは別 に120人 の男子生徒 を収容する

建物を建設することになった。建物はベイン

校長の構想に従って建てられ、装飾の殆 どな

い簡素な作 りでイギリス というよりもイタリ

ア風の建築様式になった。 この石造 りの校舎

は、後に校長の家 と学校の付属の建物 とが取

り壊 された時には、記念のための銅板画を作

り、今 日に伝 えられている。

ベ イン校長が着任 した1828年 には25入 の

生徒が入学 してきた。ウォリン トンの初代市

長でウォリントンに関する著作が多いウィリ

アム ・ビーモン トによるとこの時か らベイン

校長は入学者台帳をつけることを始めた。以

来、その習慣はずっと今 日まで続いている。

この入学者台帳によって、その後 ウォリン ト

ンで、あるいは国の内外 において社会に貢献

した卒業生や保護者の名前がわかる。サー ・

トマス ・ボタラーが設立 した伝統あるこの学

校で親子代々にわたり教育を受け、世間で名

を成 した人物 も少なくない。

ベイン校長の時代に入学 した生徒について

挙げる と、校長の就任一年 目である1828年

にはジョージ ・ヒューズが入っている。彼は

詩歌 に秀でて、1850年 には2巻 の詩集 を出

版 し、それをウィンマ リー卿 こと当時ウォリ

ン トンの名士であったジョン ・ウィルスン ・

バ ッタン氏に捧げた。

ベイン校長は背が高 く端正な容姿の紳士で

人に接する態度は前任者 とは大いに異なる と

ころから、自然 と人々の尊敬 を受けた。これ

は校長 として重要な資質であった。かつてウ

ェス トミンスター校の校長ブッシー博士はチ

ャールズ王と教室で話 をするときには、チャ

ールズ王の方が自分 よりも偉いと生徒たちか

ら思われるのを恐れて、帽子を取 らなかった

というエ ピソー ドがある。ベイン校長は校長

として当然の敬意が払われることは求めた

が、生徒ひとりひとりの性格を知 り、個々の

生徒の長所 を尊重 し個々に応 じて誉めたり叱

正 した りした。

学ぶことの困難を自ら克服 した人こそ、最

善の教師になれると言える。ベイン校長は、

古典の殿堂オクスフォー ドで古典語の学問を

修め卒業 してきたばか りであったから優れた

教師であろうと期待 され、その期待 どうりに

なった。彼 に非があったとすれば、それは生
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徒の学力を伸ばそうとする熱心のあまり教科

書 をたびたび変えたことだった。そのために

時 には文法の基礎をしっか りと教え込むこと

が疎かになった。オーエン校長の場合は逆に

基礎 を叩 き込もうとして、ジュピターの所有

格が言えなかった生徒を笞で厳 しく罰 した。

学校の入学者台帳を付けて保存するという

方法で、学校の成果を明らかにすることがで

きる。台帳にはウォリントンで指折 りの名家

の殆 どが名前を列ね、市外か らも有力な人々

の名前が出ている。ここで教育を受 けさせた

いと考える人々は町の内外か ら息子 を送 り、

学校 に対 して高い評価 をしていたことが うか

がえる。生徒数は増加 し、価値あるものを身

につけた卒業生は社会で立派に役割 を果たし

た。飛イン校長が上げた成果を逐一みてゆ く

ことはで きないが、その一部を紹介 したい。

人々に善行 をおこない与えられた生命を全

うした卒業生のなかに、ジェイムズ ・マーシ

ュがいる。ウォリン トンの優秀 な書記を務め、

グラマース クールの歴史の執筆者で、 また

数 々の文学作品の著作がある。彼は法律家の

道に進んだが、もしケンブリッジに行 ってい

たら、必ずや数学の優等第一級合格者になっ

ていたであろうと言 われた。1880年6月24

日の彼の死でチェプス トゥ城の歴史は未出版

のまま残され公刊 されたのは死後 となった。

1829年 の入学者には、他 に二人の著名 にな

った人物がいた。 トマス ・グレイズブル ッ

ク ・ライランズ とピーター ・ライランズで、

二人はいつれ も故郷の町で市長の職 に就 い

た。 トマス ・ライランズは実業家 としても成

功 した。彼には文学や科学の著作 もあって、

知る人はみな トレミーが書いたイギリスの地

理の本が彼のペンか ら生まれてくることを期

待 していた。 ピーター ・ライランズは幅広い

知名度 を持つ人で、下院議員になった。同じ

一族 には トマス ・カークラン ド・グレイズブ

ル ックがいた。文化人で、サウスポー トの歴

史その他の著者であ り、息子三人をこの学校

に入れた。三人のうち長男はオクスフォー ド

を卒業 し、聖職についた。次男は外科医にな

った。三男は事業に携わった。聖書には、蒔

いた種がみな豊かに実を結ぶわけではない、

とい う喩 え話があり、種蒔 く人は一升の種を

蒔いて、並みの収穫があればそれで満足 しな

ければならない、と言われている。ベイン校

長の働 きは大いなる成功を納めて実を結んで

いった。

ウィリアム ・ホールは、文学 を愛する人で

チェシャ州 とランカシャー州の二つの王権州

の治安判事 として尊敬 されていた。彼 は同じ

年に二人の息子を一緒 に入学 させた。上のジ

ョンはオクスフォー ドを卒業 し、聖職資格を

とり、社会に貢献する人物 となることを期待

されていたが、失明する不幸に遇 った。下の

息子 は若 くして亡 くなった。

綿布製造業のコックシ ョットとエスクリグ

は、大 きな工場 を所有 し、ウォリントンの他

の特権階級的同業者たちに学校の意義 を認め

させた。同業者 たちは続々と子供たちをベイ

ン校長の学校へ入れた。

ベイン校長の教え子のなかには、ニューバ

ンクのシャルクロス ・フィツハーバー ト・ジ

ャクスンがいた。彼は陸軍に入 り国家 に奉仕

して退役 した後、cedantarmatiga(武 は文に

譲るべ し)の 格言を実行 してチェシャ州四季

裁判所の所長 を務め、生 まれついての法律家

かと思われるほどの学識 を示 した。その息子

はグラマー ・スクールを出て実業界で大いに

才能を発揮 していた。そして予期せず ノーサ

ンバ ラン ドの ウィザリントンを相続 し、その

広大 な地所か ら名前 をとって、シャルクロ

ス ・フィツハーバー ト・ウィドリントンと称

した。相続 した屋敷のなかには銀の刻印が見

つかった。その銘刻の文字 を解読 した友人に

よって、14世 紀の刻印であることがわかっ

た。1388年 の戦 いを歌 ったチェヴィ ・チ ェ
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イスの英雄の ものだったのかもしれない。フ

ィリップ ・シ ドニー卿 によれば、そのバ ラッ

ドは卿の心を トランペ ットの響 きのごとくに

奮い立たせた、 という10。ウィドリン トンは

ノーサ ンバラン ドの領地に住み治安判事 とし

て活躍 しカン トリージェントルマンとして地

元 に貢献 した。

ベイン校長と前任のオーエン校長を比較す

れば、両者はギリシャ人とトロイ人ほどに全

く両極端であろう。オーエン校長はラテン語

を中心に教え、ベイン校長 はギ リシャ語に力

を入れた。オーエ ン校長は学校で使 うラテン

語文法の本 を出版 した。そしてイー トン校の

ラテン語文法から学校の日時計に入れるモッ

トーにNuneexprateritodiscus厂 今は過去

の廻 りくるもの」を選んだ。ベイン校長は学

校で使 うギリシャ語文法の語形変化の本を書

いた。そ して学校の 日時計 には、福音書の教

えである 「光あるうちに歩め」 というギ リシ

ャ語 を選んだ。後にその日時計は取 り払われ

たが、モ ットーの方はベイン校長 を忘れない

者によって元の場所に刻まれた11。

詩人のグレイはケンブリッジ大学のピータ

ーハウスコレッジに住んでいたとき、火事を

極端 に恐れた。あるとき火事の警報が鳴 り、

窓を開けて外に出ようとしたグレイは下にあ

った水の樽の中に落ち、 日頃の心配 とはまっ

た く別の運命に遭ったのである。そのせいか、

グレイは可愛がっていた猫が死 んだときに哀

歌を作 った。その猫の死 というのは、陶器の

水槽のなかで泳いでいた金魚 を捉まえようと

水のなかに飛び込んでの溺死であった。詩人

はその哀悼の歌の終 りを教訓(一 歩誤ると命

取 り。気 をつけなさい、光るものすべてが金

にあ らず)で 締め くくっている12。

オクスフォー ドで古典をお さめたベイン校

長にとって作詩は日常事で、読んだ詩 を直ち

にラテン語に書 き換 えることをよ くしてい

た。グレイの猫を悼む詩をお もしろがったべ

イ ンは 、 そ の哀 歌 を優 雅 な サ ッ ポ ー の 詩 体 で

ラ テ ン語 に翻 訳 し人 々 を楽 し ませ た が 、 そ の

詩 は残 念 な が ら残 って い な い 。 ベ イ ン校 長 の

隣 人 に ワ ッ ト夫 人 とい う人 が あ り、 厂ク イ ズ 」

とい う 名 の 犬 を飼 っ て い た。 そ の 犬 が 死 ん だ

と き、 グ レ イの 猫 の 哀 歌 に興 を覚 え た ベ イ ン

校 長 は ク イ ズ の 墓 碑 銘 を書 き、 ク イ ズ の 墓 に

は次 の 墓 碑 銘 が ラ テ ン語 で 刻 ま れ た。

Quisjacethoct㎜ulo,d面?

誰 が この 墓 に 入 っ て い る の?と 私 は

言 っ た

Graviorerepor亘techovocesonos

そ の 言 葉 を木 霊 が 重 々 しい 声 で返 して

くる

Quizjacethoctumulo13

ク イ ズ が この 墓 に は い っ て い るの

ベイン校長は聖職資格 を持っていた。 しか

し、前述 したロース トーン校長時代 に大法院

の裁可によってこの学校では校長 と教区牧師

の両方を一人で兼務することはできないこと

になっていた。そこでベイン校長は教区教会

で牧師ロース トーンの補佐 をした。ロース ド

ー ンは校長職と牧師職を兼ねた最後の人であ

ったが校長職 を等閑にして牧師職 を選んでい

た。1832年 にロース トー ン牧師が退任する

とケンブリッジのセン ト・ジ ョー ンズ ・コレ

ッジ出身のホレイス ・ポーイズ師が牧師とし

て着任 した。ベイン校長は引き続 き日曜日の

教会礼拝の補佐 をした。ポーイズ氏はディー

ンにおいてガー ドルス トーン氏の副牧師を務

め、その後セント・ヘレンズ教会でピゴー ト

氏の副牧師を務めたことがある。校長 と牧師

とはほぼ同年齢で良き友 となり、和気あいあ

いで仕事 をした。ただベイン校長はオクスフ

ォー ド人であり、オクスフォー ド運動が始ま

る とその運動に対 しては牧師よりも好意的な

見方をした。

ベイン校長 とポーイズ牧師には初等教育を
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貧 しい人々の問に広 げるという夢があった。

ウォリントンにナショナル ・スクールを建設

し維持 してい くための資金集めにベイン校長

の力は大 きかった。このような場合、第一の

課題 は、学校の必要性 を広 く人々に理解 して

もらうこと、そ して財布の紐を気前よくゆる

めて もらうことである。これは容易なことで

はない。ベイン校長は多 くの優れた資質 を持

ち、とりわけ説教者 としての彼の働 きが助 け

になった。ベイン師は声の通 りが良 く、説教

の内容は非常に丁寧 に準備 してあった。説教

のなかでは厳然たる真理が熱意 と力 とを込め

て語 られたため、聞いた者はそれを等閑にす

るようないかなる言い訳もで きないものであ

った。

ウォリントンに初めてアジアコレラが発生

したのは、1832年 のことであった。 マンチ

ェス ターか ら入 り、6月18日 に最初 の発病

が出て9月23日 に終息するまでに328件 の症

例がみ られ、169人 が死亡 した。 この病魔 に

襲われた町で、人々の顔 には険悪なものがつ

のっていったが、ポーイズ牧師 も補佐 をする

ベイン師 も死者を弔 うという辛い仕事に向か

って一瞬た りともたじろぐことはなかった。

病は発病か ら死 に至るまでがあまりに急で、

死を前 にした病人を訪ねてやる時間が間に合

わない有 り様であった。

グラマースクールは生徒数が増え、あ らゆ

る階級出身の生徒が一緒に学んでいた。パブ

リックスクールにおいてこれは常に望まれて

いることで校長への強い信頼の証 しになる。

ジ ョン ・スタントン氏一家は郡の優秀な行

政長官 をしていた。彼は三人いた息子をみな

ベイン校長の学校に入れた。そのうちの一人

は内科医になったが、惜 しくも若 くして肺結

核で亡 くなった。

郡の優れた治安判事、ウィガンのハ リバー

トンもベイン校長の学校 に息子を入れた。か

つて、『サム ・スリック』の著者ハ リバー ト

ン判事はアメリカからウォリントンを訪れて

ニュー トン ・ル ・ウィローズにある円形の建

物 を見学 した。そこは(W.ビ ーモン トの目

撃証言によれば)オ ーヴィッドに比較 し得 る

素晴らしい変容 を遂げた建物だった。昔の闘

鶏場が5才 か ら7才 の幼児学校 に姿 を変 え、

かつて罵声や怒声が反響 した建物の中で幼い

子 らが人生を導いてゆ く尊い教えを習い、可

愛い声で造物主を称えて聖歌や賛美歌を歌 っ

ていた。

社会に出て貢献 した卒業生をもう少 し紹介

すれば、ジェイムズ・オーガスタス・ペ イジは

1832年 に入学 したとき父親 と死別 したばか

りで、彼の将来には自分の自助努力以外にあ

てにできるものはなにもなかった。まだ在学

していた頃から既に 『散 らされた木の葉』 と

い う詩集を出版 し、それをグラマースクール

の受託者 とベイン校長に捧げた。折 しもベイ

ン校長はオクスフォー ド大学から教会法の学

位 を授与 されたばかりであった14。ペイジは

学校で受けた多大の恩恵に対 して献辞のなか

で謝意 を述べている。ペイジは卒業するとダ

ブリンの トリニティ ・コレッジに入学 し文学

士の学位 を取得 した。その後チェスターの司

教か ら聖職の叙階を受けてティン トウィスル

の聖職碌 を与えられた。そこで牧師 として熱

心 に活動 し、寄付 によって広い学校を建 て、

また教区の人のための作業所 を建てた。1843

年には、その題 も 『集めた木の葉』 という二

冊 目の詩集を出版 した。ペイジは女王アデ レ

イ ド陛下の許可を得て、この詩集を陛下に捧

げた。ティン トウィスルで しばらく働いた後、

彼は流暢な弁説の才能が認められ聖書協会か

ら公式の会合 に送る代理人としての依頼 を受

けた。会合へ出席するようになると聖職碌 を

諦めざるをえず冠ペイジはラスホームに引退

した。そ して数年の後にその地 で亡 くなっ

た。

ベイン校長の時代になって、年に一度、春
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先か ら初夏 にかけて生徒のために遠足の行事

が 始まった。その日には本を閉じ郊外 に出て

田舎の空気 を吸い、緑の草原や森 を眺め学校

に戻 ると新たな活力 を得て翌 日からまた勉強

に取 り掛かることができる。遠足は前 もって

計画を立て、生徒は遠足その ものと、期待 し

て待つことの楽 しみを二重に味わった。この

遠足のアイディアは生徒の親たちの中にも賛

同者が現れ、実施に必要な費用の援助 を申し

出て校長 を助けた。 ウォリン トンの町ほ ど

様々な製品、綿布、ガラス、鉄、鋼鉄、真鍮、

薬品、その他、の工場があるところは他 にな

いだろう。 ここを見学に訪れるのは地元の人

よ りも他所からくる人たちで、わざわざ遠方

から見学にきているということは、遠足で出

掛けてみる価値が じゅうぶんにある。さいわ

い、いろいろな交通手段が利用で きた。鉄道

あり、川 もある。この川については次のよう

な歌がある。

マーシー川の穏やかな流れは、長い間

知 られ もせず、歌にも歌われず....

マーシー川には二つの運河がある。地元で

はそれを二つの 厂細い海」 と呼んだ。その海

は大波が立たないmaldumer(船 酔い)を し

ない海である。運河と川を使い楽 しい旅がで

きる。ベイン校長は遠足のためにオール ド・

キー ・カナルを選んだ。旅客用の運河船に乗

って、校長とその大家族とは初めての船旅 に

出発する。船は遊覧船のように飾 られ、生徒

たちは船室 に入るか甲板の客になるかを自分

で決めた。空は快晴で風は香 しく、あるとき

は野原 をある時は森 を通 って船は進んだ。 自ゴ

然はすべ て気持良 く快活だった。少年達が生

き生 きとして元気が出たことは想像に難 くな

い。 目指す先 はランコー ンとウェス トンだ。

ランコーンでは涌き起こる風 を受けて船団が

行 き来す る。一隻一隻の船は潮が待って くれ

ないことを敏感に察知 し、ひとときさえ無駄

にせず潮 をうまく利用 しようとしていた。そ

の光景は活気 に満ち、見ていて楽 しいものだ

った。ランコー ンには陸の方にも見るべ きも

のがあった。とりわけ次々と続 く運河のロッ

ク(閘 門)は 全長585メ ー トルあ り、マ ンチ

ェス ターとランコー ンを同 じ水位で48キ ロ

にわたって結ぶブリッジウォーター運河がこ

こで水位 を徐 々に下げ、およそ27メ ー トル

下の川の水位 に届 く。川にば、同 じロックを

使って逆に運河へ上がってい く船が待ってい

た。

運河の両岸にはいろいろな国から、また国

内の遠隔地から到着 した原材料が埠頭に積み

上げられていた。原材料 はみなこの地方の工

場へ運ばれてさまざまな製品に加工 され る。

耐火粘土はスタフォー ドシャーなどの磁器 を

製造する工場で見事な美 しい器に変わる。 こ

のような見聞は生徒にとって何よりの勉強に

なった。

ウェス トンに一行が到着する頃にはちょう

ど満潮時でたくさんの船がみな川口にある運

河の狭いロックを利用 してウィーヴァー川に

入る順番を今や遅 しと待っていた。ロックー

一すなわち運河 と川とを結ぶ水位を調節する

ために開閉する門扉のある装置 が開 くの

はこの時だけなので、各船は逆 らう波 と風 に

向かって船を安定 させて操縦するために舵輪

にそれぞれパ リニュラスを張付けて、イーニ

ー ドの操舵手(パ リニュラス)の ような運命

一 眠っている問に海に落ちたという不運一

に遭わず無事 に船渠 に入れるようにと奮闘す

るのが見えた。

このような光景を眺めた後で、一行はラン

コーンに戻るとホテルに用意 してある食事 を

旺盛 な食欲で平らげた。寛容にして英雄的な

タルボ ットがオーヴェルニュの伯爵夫人に告

げた言葉 というのは、この時の少年たちにつ

いて もあてはまる。

私がひたす らもとめることは、ただ

あなたの食物 を我々に味わわせてもらう
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こと

兵士たちの胃袋は、それにじゅうぶん役

立ちますか ら

食事が終ると一行はまた船 に乗 り楽しい一

日の終 りを家路についた。遠足 は事故 も間違

いもなく無事に終 った。翌 日、生徒たちは遠

足の作文 を書 き、一番良い作文 には賞が与え

られた。

ベイン校長の指導でなにか弱い ところがあ

るとすれば、それは作文 であ った。13才 の

ある少年は金釘流の非常に変形 した文字を書

いた。ギリシャ文字で文を書 き過 ぎたせいだ

が、そういう理由で もなかったら、校長を誉

める人は誰もいなかっただろう。

前校長ボー ドマンには生涯 を保証 して多額:

の年金がベイン校長の受けとる年俸から支払

われていた。そのためベイン校長は楽ではな

かったと思われる。幸い校長の信望 と、知名

度の高い学校 に遠近を問わずゆ とりのある

入々が息子 を寄宿生として入学 させてきた。

寄宿生たちは校長の家 に住み15、校長夫人の

保護のもとに家庭の憩いを味わうことがで き

た(当 時の寄宿制の学校では、一部の生徒は

寄宿舎 とは別に少 し余分の費用 を出して校長

の家に寄宿することがで きた。 ドジスンもリ

ッチモ ンド・スクールでは、ジェイムズ ・テ

イト校長宅に寄宿 して他の数名の生徒 と共に

家族のような待遇 を受けた)。 この ような寄

宿生のなかに、ジ ョリフィーズ兄弟、ブラン

デル ・ホリンズヘッド兄弟、フロー ドン出身

のジャクスン兄弟がいた。エ ドワー ド・ジャ

クスンはヘレフォー ドシャで聖職につきその

職責を果た して、.スラクス トンの教区牧師 と

な り、そこで歿 した。 トマス ・ヘンリー ・ラ

イアンは中華戦争の功労で特別 に海軍元帥か

ら報賞を受 けた。彼はウォリン トンに近いア

プル トン ・ホールに住み、ウォリン トンの町

の良 き隣人であった。ロース トーンがいた。

ライアンズは三人いた。プルフォー ドの教区

牧師の息子 もいた。マ ンチェスター ・バーリ

ー家からもこの学校 に入っている。

今挙げた名前はほんの一部 にす ぎないが、

これだけで も学校の評判が ウォリン トンの町

だけに止 まらなかったことがわかる。さらに

ウォリン トン出身の生徒の名前を挙 げれば、

ベイン校長の時代は町における学校の信頼が

大であったこと、また校長の教育が生徒達の

将来において豊かに実を結んでいったことが

わかる。 まず、ピーター ・スタブズ とジェイ

ムズ ・マース ンがいる。二人 とも町では重鎮

の治安判事 になった。 トマス ・リッ トンは実

業家 として成功 した。彼はウォリン トンのラ

イフル部隊の司令官になり、市議会議員にな

った。市長を したことのあるチャン ドリー、

それか らピックミアは市長職を四期務めた。

市民の信望が高いロバー ト・ディヴィーズ。

弟の トマス ・ディヴィーズは科学者で、科学

の書物を数冊執筆 したが、惜 しくも早世 した。

ウィリアム ・ディヴィーブは文学 に進み、文

筆活動で名 を成 した。ヘンリー ・シャープ師

はエ リーの教会監督でスウェィヴシーの牧師

になった。ケンブリッジ大学のジーザス ・コ

レッジで1853年 に数学優等試験第一級 に合

格 し、牧師として生涯を送った。

ウィリアム・ジョン・ビーモ ント師は1828

年1月26日 に生 まれ、1832年 一45年 にベイ

ン校長の生徒であった。42年 にイー トン校

へ進み、46年 まで同校 に在学 して、近代言

語の部門でアルバー ト殿下賞を、古典語部門

ではニューカッスル賞を受賞 した。 イー トン

校か らケンブリッジの トリニティ ・コレッジ

に進み、数学 と古典の優等卒業試験の両方で

優等 の学位 と総長 の金 メダルを授与 され、

1852年 には トリニティ ・コレッジのフェロ

ーに選 ばれ、1854年 には聖職資格 を取 り、

イェルサ レムに行 き、そこでアビシニアへ宣

教に行 く人々のための臨時教育機関の責任者

となった。クリミア半島南端部でロシア海軍
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の基 地 が あ る セ バ ス トポ リで の 戦 い まで は 陸

軍 野 戦 病 院 で無 償 の チ ャ プ レ ン と して も働 い

た 。1856年 に故 国 に 戻 りロ ン ド ンの ド ゥル

リ ー ・レ イ ンに あ る セ ン ト ・ジ ョ ン教 会 の 副

牧 師 に な り、 教 区 に 学 校 を建 設 す る た め に尽

力 した 。 そ の と きア ル バ ー ト殿 下 は イ ー トン

校 とケ ンブ リ ッジ に お け る殿 下 の 良 き この 学

生 の こ と を覚 え て い て 、 多 額 の 寄 付 を寄 せ ら

れ た 。1858年 に ケ ン ブ リ ッ ジ に あ る セ ン

ト ・マ イ ケ ル 教 会 の牧 師 職 を受 け た ビー モ ン

トは㎞g'spreacherで あ っ た た め に、 大 学 教

授 職 を併 せ 持 つ こ とが で き た 。 セ ン ト ・マ イ

ケ ル教 会 で も ロ ン ドン と 同様 に ひ た む き に神

の た め に働 い た 。1868年 、40才 で 生 涯 を捧

げ た神 に よ っ て 永 遠 の 安 ら ぎへ と召 さ れ た 。

息 子 に先 立 たれ た老 ビー モ ン トは 、 次 の ラテ

ン語 を記 して い る 。ObdormivitinChristoet

mulfis皿ebonisdehlisoccidit!(病 弱 な る彼

は、 キ リス トに あ りて 眠 りに つ き、 多 くの 善

行 を残 して 死 せ り。)

V【おわりに

1842年 、 ベ イ ン は校 長 を辞 す る こ と を希

望 して 、 ウ ォ リ ン トン ・グ ラ マ ー ・ス ク ー ル

の受 託 者 と町 の 人 々 に惜 しま れ な が ら学 校 を

去 った 。 チ ャー ル ズ の 父 ドジ ス ン牧 師 が ダ ー

ズ ベ リか ら ク ロ フ トへ の 転 任 の知 らせ を受 け

た の は 、 翌1843年 の1月13日 付 け の 首 相 ピ

ー ル か ら の 手 紙 で あ っ た 。 教 会 の仕 事 を選 ん

だ ベ イ ン 師 は 、 ラ ン カ ス タ ー に あ る ブ ロ ー ト

ンの セ ン ト ・ジ ョ ン教 会(図p.28)の 牧 師 碌 を

受 け た 。 そ れ か ら6年 後4)1848年12月22日 、

トマ ス ・ヴ ィア ・ベ イ ン師 は ブ ロ ー トンの牧

師館 で 世 を 去 っ た 。45才 で あ っ た 。 息 子 の

トマ ス ・ヴ ィ ア ・ベ イ ン は こ の と き18才 、

チ ャー ル ズ ・ドジス ン とオ ク ス フ ォー ドの ク

ラ イ ス ト ・チ ャー チ で再 会 す る3年 前 の こ と

で あ る 。 ベ イ ン校 長 を 惜 し ん だ 老 ウ ィ リ ア

ム ・ ビ ー モ ン ト は 「ウ ォ リ ン ト ン ・グ ラ

マ ー ・ス クー ル の校 長 た ち」 の ベ イ ン校 長 の

項 で 終 りに ラ テ ン語 の次 の こ とば を記 して い

る 。Praesertimpatrimaestisaimosuperstiti.

(と りわ け 、 息 子 に先 立 た れ 悲 嘆 に くれ た 父

親 に と っ て 、 そ の 死 は痛 ま しい もの な り〉。

チ ャ ー ル ズ ・ ドジ ス ンの 日記 に は一 度 も言

及 が 見 ら れ な い トマ ス ・ヴ ィ ア ・ベ イ ン師 に

つ い て 、 以 上 の こ とが 明 らか に な っ た。
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Stjohn's Church, Broughton and Thomas Vere Bayne senior's grave there
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